
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16巻 38号（No.606）　　2021年 9月 19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヘブル 12:5b-7b　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。
*賛美　･･････････････････ ３６番　天つ御使よ
*交読文　････････････････ ３９番
*使徒信条　･･････････････会衆一同
*頌栄　･･････････････････ １７１番　はとのごと降る
礼拝のための祈り　･･･････成田エクレシア：史執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ９８番　わがとも主イエスは

メッセージ　･･････････････ 忍耐の向こうにある誰も手出しできない倍の祝福(詩篇 119:67-78)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ４５８番　主のみてにたよる日は

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）
・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）
・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）
・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　＿＿は、罪と取り組んで戦う時、まだ血を流すほどの抵抗をしたことがない。また子た

ちに対するように、＿＿に語られたこの勧めの言葉を忘れている、「わたしの子＿＿よ、

主の訓練を軽んじてはいけない。主に責められるとき、弱り果ててはならない。主は愛す

る＿＿を訓練し、受けいれるすべての子を、むち打たれるのである」。＿＿は訓練として

耐え忍びなさい。神は＿＿を、子として取り扱っておられるのである。いったい、父に訓

練されない子があるだろうか。だれでも受ける訓練が、＿＿に与えられないとすれば、そ

れこそ、＿＿は私生子であって、ほんとうの子ではない・・・。たましいの父は、＿＿の益

のため、そのきよさにあずからせるために、そうされるのである。すべての訓練は、当座

は、喜ばしいものとは思われず、むしろ悲しいものと思われる。しかし後になれば、それ

によって鍛えられる＿＿に、平安な義の実を結ばせるようになる。（ヘブル12:4-11）

　忍び抜いた人たちはさいわいであると、＿＿は思う。＿＿は、ヨブの忍耐のことを聞い

ている。また、主が彼になさったことの結末を見て、主がいかに慈愛とあわれみとに富ん

だかたであるかが、わかるはずである。(ヤコブ5:11)

メッセージ概要

　先週主日の英語礼拝と、金曜祈祷会では、ヨブ記から豊かな養いを頂いた。そこで得た恵みを分かち合

いたいと思い、今回、ヨブ記に関連して、詩篇 119篇から、さらに養いを頂きたい。

　『苦しみに会う前には、私はあやまちを犯しました。しかし今は、あなたのことばを守ります・・・。苦しみに

会った事は、私にとってしあわせでした。私はそれであなたのおきてを学びました。』(詩篇 119:67,71)
　ヨブ記と、今回の箇所から学ぶべき共通の事は、主は私達の中から、祝福を阻む性質や、過ちを取り除

くために敢えて苦しみの中を通らせる事がある、という事である。その時、主の前に悔い改めて自分を降ろ

し、全主権を主に委ねるなら、以前より遥かに勝った祝福が与えられるが、それを認めず、あくまで自分の

義を主張するなら、まだまだ手痛い所を通らざるを得ず、それでも改めないなら、行き着く先は滅びである。

　ヨブは、その苦難に会う前は、東方一の富豪だった。それは彼は、当時の人々の中で一番潔白で正しく、

神を恐れ、悪から遠ざかっていたからだ。主を恐れ、悪から遠ざかる人は、確かにそのように祝福される。

　サタンはそんなヨブに心を留め、神に言った。「あなたの手を伸べて、彼の全ての所有物を撃ってごらん

なさい。彼は必ずあなたの顔に向かって、あなたを呪うでしょう」。すると神はサタンに答えた。「見よ、彼の

全ての所有物をあなたの手にまかせる。ただ彼の身に手をつけてはならない」n(ヨブ記 1:8-12)。
　こうして、神から許可を得たサタンは、徹底的にヨブを打ちのめす。ヨブは同じ日に、全資産と全ての子ど

もたちを失ってしまう。サタンの性質は、日夜、兄弟姉妹を、神の御前に訴えて、許可得ようものなら、その

人が一番されて欲しくない事をピンポイントに、芸術的なまでに突いて来る。私達がもし罪を手放さず、罪

と仲良くし続けるなら、それはサタンに「許可」を与える事である。私達はいつも主の前に罪を告白し、罪に

戻らないよう努力し続けるべきである。そうするなら、サタンは「とっかかり」を失って、掴む事はできなくなる。

　主はなぜ、サタンに許可を与えられたのか。後で明らかになるが、ヨブは、表には現れていない呪われる

性質、すなわち、熟成された「自己義」を、奥深くに秘めていた。後に彼は「自分は正しい」と主張して 3人
の友人達を激しい議論で打ち負かし、しまいには神にも「自分は正しい」「神は不当だ」と言ってのけるま

でだった。主はそれを取り扱って  より優れた祝福を与えるために  、敢えて、サタンの申し出を許可した  のだ。

主は慈愛と憐れみに満ちる故、ヨブのように艱難を耐え忍んだ人は幸いだ、と書かれてある(ヤコブ 5:11)。
　後に、主ご自身が直接ヨブに現れ、圧倒的な栄光と、力を、彼に現した。それでヨブは、それまでずっと

握りしめて離さなかった「自分は正しい」「神の仕方は納得できない」という  考え  を捨て去り、自分を低くした  。

　そして彼は、全判断権を主に委ね、主が「しなさい」と言われた事を、全て実行した。これは思考停止で

はないし、圧倒的強制力に屈して洗脳を受け入れる事でもない。主は全智  であり、全てを最善へと導かれ  

る  お方だ  、と信じる故に、  全てを御前に降ろして主の主権に従う  、  という、まことに  積極的な「捨て」  なのだ。

これ  こそ  、  祝福  の  扉を開ける鍵  である！　そうして提供される主の防護壁は、以前の防護壁よりも、はるか

に頑強で、実際、ヨブはその後、二倍の資産  を所有し、以前よりも優れた息子・娘たちを得て、サタンはそ  

れらに触れる事は、決して無かった。それでヨブは、その子の子たちを四代目まで見て、長寿を全うした。

　だから私達も、災いの時、思うべきである。私達もヨブのように、自分でも気づかないまま、頑なまでに過

ちを握りしめ続けるとするなら、主は、それに気づかせるために、敢えてサタンを用いてでも、災いを通らせ

る事がある、という事を。それは、主のいつくしみ故であり、主のおきてを学ぶためである(詩篇 119:67-68)。
　確かに、サタンに類する者が栄え、好き放題する事がある。その良心は脂肪のように鈍感で、偽りで堅固

に塗り固め、万全の体制で攻め来るとしても、私達は、心を尽くして、主の戒めを守るべきだ(同 69-70 節)。
　それらを、主にあって乗り越える時、すなわち「自分は正しい」という頑固さを降ろし、主の御教えに 100%
従うなら、やがて悟るのである。『苦しみに会った事は、私にとって幸せでした。私はそれであなたのおきて

を学びました。あなたの御口の教えは、私にとって幾千の金銀にまさるものです・・・。主よ。私は、あなた

の裁きの正しい事と、あなたが真実をもって私を悩まされた事とを知っています。どうか、あなたの僕への

御言葉の通りに、あなたの恵みが私の慰めとなりますように。』(同 71-76 節)　自分の全てを主の前に降ろ

し、全ての艱難の向こうに、決してサタンに触れられない、倍の祝福を獲得する皆さんでありますように！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～

English Service　　　          　　 14:00～
 ※月に一度、成田出張礼拝のためお休みします。

　　詳しくはお問い合わせ下さい。

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～

水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～

　2 部                                           　19:00～

金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 16巻 38号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年 9月 19日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

